
◇朝鮮侵略戦争を絶対にとめよう！
10日、米軍の戦略爆撃機Ｂ52が韓国上空を飛行。６日

に北朝鮮が強行した核実験に対するもので、韓国空軍は

「米韓連合軍は強力かつ正確な火力で挑発を無力化させ

る」という声明を発表しました。

31トンの爆弾を搭載可能なＢ52は北朝鮮の戦略施設を

焦土化しうるほどの破壊力を備えた爆撃機であり、今回

の飛行自体が作戦計画「5015」に沿った戦争行為そのも

のです。当日も核弾頭が搭載されており、米軍はさらに

ステルス機や原子力空母などの展開も準備しています。

米日帝国主義の朝鮮侵略戦争が急速に切迫し、東アジ

アが世界戦争の最大の火点となろうとしています。韓米

日軍事同盟構築と労働市場改悪、「慰安婦」問題をめぐ

る12・28日韓「合意」に反対し（裏面に民主労総を含め

た47団体による12・29共同記者会見文を掲載）、パク･ク

ネ政権退陣を掲げてゼネラルストライキで闘う民主労総

と連帯し、労働者・学生の闘いで朝鮮侵略戦争を絶対に

阻止しましょう！

◇７月選挙戦で改憲狙う安倍をたおそう！
安倍は今夏の選挙戦で「おおさか維新と連携して憲法

発議に必要な３分の２以上の議席確保をめざす」とし、

改憲の是非を焦点とする意向を明らかにしました。３月

29日に戦争法が施行を迎えるなかで、「緊急事態条項」

新設を突破口とした改憲によってこれを実際に発動し、

再びの侵略戦争にうって出ていくことを狙っているので

す。すべての学生は「改憲・戦争絶対反対」を掲げる鈴

木たつお弁護士とともに闘い、安倍政権を倒そう！

◇１・20デモ＆処分撤回裁判に集まろう！
来週20日、今年第１回目の法大デモと武田君処分撤回

裁判（控訴審）が行われます。武田君の処分撤回を勝ち

とる闘いは、学生運動破壊＝大学の戦争協力をうち破り、

戦争を阻止する闘いでもあります。今こそ闘う学生自治

会の旗を法政大学にうち立て、闘う労働組合とともに安

倍政権打倒の全国大学ストライキを実現しよう!

全学連 全日本学生自治会総連合(委員長･斎藤郁真)
03-3651-4861 mail_cn001@zengakuren.jp http://www.zengakuren.jp

◆◆◆◆ 1111････22220000法法法法大大大大デデデデモモモモ
1月20日（水）12:30

法政大学市ヶ谷キャンパス外濠門前集合

◆◆◆◆ 武武武武田田田田雄雄雄雄飛飛飛飛丸丸丸丸君君君君「「「「無無無無期期期期停停停停学学学学」」」」
処処処処分分分分撤撤撤撤回回回回裁裁裁裁判判判判((((控控控控訴訴訴訴審審審審・・・・第第第第2222回回回回））））
１月20日(水) 14:30～ 東京高裁822号法廷にて

１月11日付 東京新聞（右上１面、左上７面）



昨日（12月28日）韓日外相会談を通して、韓国と日本政

府は、△安倍総理の謝罪表明 △日本軍「慰安婦」被害者

支援のための財団を韓国政府が設立し日本政府が10億円援

助 △国際社会での相互非難中断などを合意、発表し、日

本軍「慰安婦」問題での最終的で不可逆的な解決を宣言し

た。

共同記者会見でユンビョンセ外交部長官は、（ソウルの

日本大使館前にある）少女像について「関連団体と協議し

て適切に解決する」として、撤去を求めた日本側の要求を

事実上受け入れることを明らかにした。

私たちは被害者らが数十年間要求した国家的、法的謝罪

と賠償を完全に度外視したことはもちろん、この懸案に対

する国際的問題提起を元から封鎖して少女像まで撤去する

ことにした屈辱的合意に対して、強力に糾弾する。

今回岸田外相が代わりに発表した安倍総理の立場は、か

なり前の河野談話を繰り返す水準に留まっただけで、革新

的争点の日本軍「慰安婦」強制動員の法的責任については

まったく言及していない。最近、教科書の歪曲など、植民

地支配と侵略の歴史を否定する国家的、制度的動きが前面

化されているという事実に照らしてみる時、総理個人の中

傷的謝罪は歴史歪曲に対する批判をもみ消そうとするリッ

プサービスに過ぎないという批判を受けて当然だ。

しかも解決法として提示したのが「被害者支援のための

財団」を韓国政府が設立して、これに日本政府が10億円の

基金を援助する方式だが、日本軍「慰安婦」問題に対する

日本政府の責任により加害者として賠償するのではなく、

被害国政府が財団を設置して幾らかの基金を援助する方式

で終わらせるということだ。万一、日本政府が本当に日本

政府の責任を認めて反省するならば、当然法的に賠償し、

歴史歪曲中断などの措置を取らなければならない。それが

まさに被害者らが数十年間苦痛の中で要求してきた解決法

だった。

しかし日本政府は、65年間日基本条約と請求権協定です

べての賠償問題が解決されたという既存の主張を繰り返し

ながら、せいぜい「出資金」を前面に出して、被害者らの

人権回復と正しい歴史回復に対する切実な要求を徹底的に

無視した。

50年前、３億円（ママ）の「祝い金」で植民地犯罪清算

と法的賠償を対等交換をした屈辱的な韓日基本条約と請求

権協定に続き、10億円の「出資金」で日本軍「慰安婦」問

題に対する国家的、法的謝罪と賠償問題を度外視した今回

の野合は、反歴史的暴挙だと指弾を受けて当然だ。

「被害者が納得する水準にならなければならない」と数

回大統領が直接公言しながらも、このような不十分な内容

の立場に同意して日本軍「慰安婦」問題の最終的で不可逆

的な解決を宣言し、今後国際社会で問題提起をしないこと

にしたことはもちろん、少女像に対して「関連団体と協議

して適切に解決」としたことによって事実上撤去に合意し

た韓国政府の屈辱的低姿勢は、納得することも容認するこ

ともできないものだ。

発表後、パククネ大統領が「年内妥結に関する韓日首脳

会談の約束が実現」したと言及し、ユンビョンセ外交部長

官が「韓日関係をよくしていくことが韓米関係のためにも

重要だ」と明らかにしたことは、今回の合意がひたすら韓

日首脳会談で日本軍「慰安婦」問題の年内妥結を公言した

パククネ大統領の政治的功績を積むことと、韓米日、韓日

軍事同盟の完成に向けた米国側の要求を受け入れるための

拙速野合であることを赤裸々に示している。

日本軍「慰安婦」問題などいわゆる過去の問題に対する

韓日間の縫合と対日免罪符の付与が、韓日軍事同盟構築、

韓米日同盟の完成を加速化させることは火を見るより明ら

かだ。

韓日首脳会談を前後して、日本軍の韓半島再進出が可能

だと発言したファンギョアン国務総理の発言でも、その法

案準備のために韓日間の准将級軍事会談が数回秘密裏に進

められてきたことで明らかなように、自衛隊の韓半島再出

兵を制度的に担保しようとする動きもまた本格化されるだ

ろう。

しかし韓日両国の国民は皆、過去の侵略の歴史を繰り返

す韓米日覇権同盟完成と韓日軍事協力に強く反対して抵抗

している。過去の問題の負担を拙速野合で迂回し、韓日軍

事協力と韓米日覇権同盟完成に向かって全面的に進もうと

する韓日両国の試みは、巨大な国民的抵抗に直面すること

になることを厳重に警告する。

日本軍「慰安婦」問題に対して国家的・法的に謝罪し、

賠償しろ！

パククネ政府と安倍政府は、正しい歴史と被害者の人権

回復を無視した拙速野合を白紙化しろ！

2015年12月29日

（写真）「少女像を守れ！」

―ソウル・日本大使館前

での大学生たちの座り込

みは先月28日から続く。

水曜集会が24周年を迎

えた今月６日には、全世

界13カ国41カ所で一斉行

動が行われた。


